
　

合
併
前
の
平
成
16
年
11
月
に

「
長
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
フ
オ
ー

ラ
ム
」
10
人
の
委
員
か
ら
「
長
島

地
区
合
併
協
議
会
」
に
、
各
分
野

ご
と
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分

野
で
は
「
集
落
機
能
の
低
下
が
心

配
さ
れ
る
地
域
や
あ
る
程
度
一
体

性
の
あ
る
地
域
な
ど
に
お
い
て

は
、
住
民
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え

た
う
え
で
、
集
落
統
合
も
検
討
す

る
」
と
意
見
・
要
望
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
同
協
議
会
で

も
協
定
項
目
と
し
て
「
自
治
会
・

行
政
連
絡
機
構
の
取
扱
い
」
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
が
、「
自

治
公
民
館
等
の
区
域
は
現
行
ど
お

り
と
す
る
」
と
し
て
「
新
町
に
お

い
て
公
民
館
組
織
の
再
編
も
含
め

推
進
す
る
」
と
合
併
後
の
新
町
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
12
月
、
長
島
町
各
界

代
表
８
人
の
委
員
か
ら
な
る
「
長

島
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に

諮
問
さ
れ
た
「
長
島
町
行
政
改
革

大
綱
」
で
も
、
自
治
公
民
館
の
合

併
支
援
の
推
進
を
目
標
課
題
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
３
月

の
第
１
回
定
例
議
会
に
お
い
て
も

推
進
方
策
等
の
一
般
質
問
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
総
務
課
で
は
、
自
治
公

民
館
（
集
落
）
が
今
後
、
合
併
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
場
合
の

「
た
た
き
台
」
と
し
て
、
冊
子
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
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　集落合併する場合の参考に
検討する場合の「たたき台」冊子を作成　

　

６
月
８
日
、
地
元
の
建
設
業
者

が
集
い
、
石
積
擁
壁
の
現
地
検
討

会
と
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
が
公
共
事
業
等
の

施
工
の
際
、
自
然
石
を
利
用
し
た

石
積
み
を
施
工
し
、
魅
力
あ
る
景

観
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
の
を

踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

建
設
業
の
現
場
監
督
や
町
関
係
者

ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
は
、
役
場
職
員
の

指
導
の
も
と
、
す
で
に
工
事
が
完

了
し
て
い
る
町
内
10
カ
所
の
石
積

み
を
視
察
。
長
島
町
商
工
会
館
で

行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
施
工
技

術
の
確
認
の
ほ
か
、
施
工
単
価
な

ど
に
つ
い
て
、
町
へ
の
要
望
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
た
、
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
条

例
「
景
観
賞
」
の
審
査
で
、
平
成

17
年
度
平
吹
山
寺
線
道
路
改
良
工

事
と
平
成
18
年
度
川
床
梅
ノ
木
山

線
道
路
改
良
工
事
（
２
工
区
）
の

石
積
擁
壁
施
工
者
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

石
積
施
工
の
技
術
向
上
を
図
る

↑見栄えや施工技術を確認する参加者
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